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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　さて、全国各地で地方創生が叫ばれる中、滋賀県におきましても人口減少を見据えて、滋
賀の強みを伸ばし、活かすことによって、豊かな滋賀をつくることが喫緊の課題となっており
ます。下記のとおり補正予算での地方創生上乗せ交付金が決定しておりますが、それをどの
ように実になる事業へと変換し、成果をあげていくのかが重要です。
　「地方が元気にならないと、日本が元気にならない！」 これは私が常々訴え続けてきたこと
ですが、県と市町、各団体が密に意見を交換し、地方創生に携わる関係機関がしっかりと連携
を取り合うことが必要だと考えております。私はそのために、無駄のないようチェックをし、皆
さんの声をしっかりと聞き、県・国への働きかけをしてまいります。
　本年も変わらぬご支援・ご指導をよろしくお願い申し上げます。　

地方から日本へ元気を発信！！地方から日本へ元気を発信！！
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　平成28年度当初予算聴取が現在、滋賀県議会で行なわれております。
2月の定例会議においては、予算特別委員会や各常任委員会において予
算案のしっかりとした審議を行ない、本会議において予算を承認し、正式
に決定となります。今後も地域の事情、要望にできるだけきめ細かく対応
できるよう、努力してまいります。

　人口減少を見据えた豊かな滋賀をつくるための施策として、以下の各
事業で合計約３億４,７００万円の事業が決定いたしました。

　昨年９月１６日に国会にて琵琶湖再生法が成立しました。これにより琵
琶湖を取り巻く保全事業が滋賀県だけではなく、国を挙げての事業とな
り、財政支援を受けることができるようになりました。今後、県が中心とな
って具体的な計画を策定することになります。

地方創生、琵琶湖再生法など滋賀県の地域活性となる施策
がいろいろ実施されることになりますが、実情を反映して、

創意工夫を凝らした実りのある成果のでる取り組みが行なわれ
なければなりません。計画をしっかり後押しするとともに、成果
をチェックしていきたいと思います。

補正予算における、滋賀県の
地方創生上乗せ交付金が決定しました。
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「滋賀の地域ブランド」を体感！「きっかけ」創出事業 １億2,200万円

「滋賀の観光一歩先へ」プロジェクト 1億1,700万円

ビワマス発信拠点活性化推進事業 4,500万円

林業パワーアップ・木質バイオマス搬出促進事業 2,100万円

忍者を活用した観光誘致客推進事業 864万円

他　計9事業 総額3億4,707万円

念願の「琵琶湖再生法」が成立しました。

平成28年度予算について

　自民党では、これまで副知事は一人で十分だと考えてまいりましたが、
今後、国体や、女性活躍をさらに推進するため、国との関係修復や働きか
けを行なう要職として新たな副知事に就任していただくことになりました。

　東京では4年後のオリンピック、滋賀県では8年後に国体開催を控え、
「魅力的なブランド発信」が今後の重要なキーワードの一つとなっていま
す。しかし、現状の県のブランド推進に向けた施策の効果には疑問を持た
ざるを得ません。環境にやさしい栽培方法で作った
農産物を認証する「環境こだわり農産物」のマークの
認知不足などもその一例です。今後、消費者にしっ
かりと伝わることを目的に、新たな滋賀県ブランド
構築へのアイデア提案や意見交換を、知事や県職員
とこれまで以上に活発に行ない、より良い滋賀ブラ
ンドを作っていきたいと考えています。

滋賀に女性副知事が誕生しました。

成果のでる滋賀県のブランド推進に向けて

［正式名称］ 琵琶湖の保全及び再生に関する法律
●琵琶湖を「国民的資産」と位置づける。
●国が基本方針を定め、滋賀県が保全再生計画を策定する。
●計画は次の目的に沿って策定される。
　 ・水質改善  ・生態系保全  ・農林水産業の振興  ・観光の振興
●国は財政支援を行う。
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池永肇恵氏（５４）前 内閣府男女共同参画局総務課長
東京大卒。昭和６２年に旧経済企画庁に入り、一橋大経済研究所准教授などを歴任。

としえ
新副知事

奥村よしまさ旅行友の会 研修旅行
4月10日（日）・11日（月）

詳細は後日ご案内させていただきます。 皆さんのご参加をお待ちしております。
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